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1. 平成23年12月期第２四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第２四半期 29,515 44.3 4,003 56.1 3,751 45.4 1,982 77.2

22年12月期第２四半期 20,459 7.8 2,564 16.1 2,579 11.3 1,118 △8.7

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第２四半期 18 17 －

22年12月期第２四半期 11 18 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第２四半期 186,135 25,008 9.1 143 69

22年12月期 165,460 21,396 5.2 85 37

(参考) 自己資本 23年12月期第２四半期 16,928百万円 22年12月期 8,537百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 － 2 00 － 5 00 7 00

23年12月期 2 00 2 00

23年12月期(予想) 3 00 3 00 10 00

3. 平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,000 28.1 7,000 22.2 6,800 18.5 3,700 67.5 32 60



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）10ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

※ 金額単位の変更について 

・当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額につきましては、従来、千円単位で記

載しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より百万円単位をもって記載することに変更いたしま

した。なお、比較を容易にするため、前第２四半期連結累計期間につきましても百万円単位に組替え表

示しております。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.11「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 － 社 (            )、除外 － 社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期２Ｑ 117,806,777株 22年12月期 100,003,441株

② 期末自己株式数 23年12月期２Ｑ 1,684株 22年12月期 1,506株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期２Ｑ 109,051,110株 22年12月期２Ｑ 100,001,935株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料、

動画等については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成23年８月８日（月）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

  

※ 上記説明会のほかにも、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、事業・業績に関する説明

会を開催しています。開催の予定等については、当社ホームページをご確認ください。 
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＜事業全般の概況＞ 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や設備投資などに改善の兆しがみられ、

年初より徐々に回復しておりましたが、３月11日に発生した東日本大震災やその後の電力供給量の不足

等により、生産活動の低下や消費を控える動きなどがみられ、経済活動に大きな影響が及びました。 

 当社グループの属するインターネット市場におきましては、このような経済環境にもかかわらず、引

き続きＥＣ（電子商取引）市場を中心に堅調に推移しております。また、移動通信市場におけるスマー

トフォンを中心とした多種多様な通信端末の急速な普及に伴い、ソーシャルネットワーキングサービス

の更なる拡大、ソーシャルゲームや電子書籍等のコンテンツ市場の拡大が予想されます。このような事

業の拡大に合わせ、当社グループの新たなブランドイメージ創出のため、平成23年４月１日から新しい

コーポレートブランドロゴを採用致しております。「すべての人にインターネット」と新たなコーポレ

ートブランドロゴを掲げ、今後も「日本を代表する総合インターネットグループ」をめざして邁進致す

所存であります。 

 このような環境の中、当社グループは、ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業、インターネットメディア事業及

びインターネット証券事業における収益基盤をより強固なものとすべく、サービスの利便性向上などを

通じて、ユーザー数や会員数の拡大に継続的に取り組んでまいりました。これらに加え、当社グループ

の持続的な成長を実現するため、今後高い成長が見込まれるソーシャルアプリやスマートフォン向けの

サービスについても積極的に開発等を行ってまいりました。 

 なお、当社グループにおきましては、東日本大震災関連での人的被害はなく、事業に重大な支障を及

ぼす事象は発生しておりません。一部の事業で震災発生後の収益に影響がありましたが、全体に与える

影響は軽微であり、内容は＜セグメント毎の状況＞に示すとおりであります。当社グループでは、東日

本大震災の被災者の方々や被災地方の復興の支援として、「ＧＭＯとくとくポイント」「くまポン ｂ

ｙ ＧＭＯ」等での義援金の募集や、インターネットメディア検索関連事業売上の一部を寄附するなど

の取り組みを行っております。 

 上記の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同期比44.3％増の29,515百万円、営業

利益は前年同期比56.1％増の4,003百万円、経常利益は前年同期比45.4％増の3,751百万円と大幅な増収

増益となりました。これに加え、固定資産売却益等の特別利益を93百万円計上し、回収が懸念される貸

付債権に対する貸倒引当金繰入額140百万円、事業の用に供さなくなった固定資産の除却損89百万円な

どの特別損失を合計504百万円計上した結果、税金等調整前四半期純利益は、前年同期比39.3％増の

3,341百万円となりました。 

 四半期純利益は、法人税、住民税及び事業税を1,658百万円計上し、当社の繰延税金資産の回収可能

性の検討に際し、ＧＭＯクリック証券㈱（旧クリック証券㈱）の完全子会社化による影響を反映したこ

となどから、法人税等調整額は△1,068百万円となり、少数株主利益を768百万円計上した結果、前年同

期比77.2％増の1,982百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（単位：百万円）

 
  

＜セグメント毎の状況＞ 

セグメント毎の売上高及びセグメント利益は以下のとおりであります。 

（単位：百万円）

 
  

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

 売上高 20,459 29,515 9,055 44.3%

 営業利益 2,564 4,003 1,438 56.1%

 経常利益 2,579 3,751 1,171 45.4%

 四半期純利益 1,118 1,982 863 77.2%

前第２四半期 当第２四半期 増減額 増減率

ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業

売上高 9,870 11,567 1,696 17.2%

セグメント利益 1,459 1,669 210 14.4%

インターネットメディア事業

売上高 10,478 10,574 96 0.9%

セグメント利益 1,057 815 -242 △22.9%

インターネット証券事業

売上高 － 7,392 7,392 －

セグメント利益 － 2,231 2,231 －

ソーシャル・スマートフォン関連事業

売上高 3 694 690 20020.3%

セグメント利益 △61 △693 △632 －

インキュベーション事業

売上高 408 14 △394 △96.5%

セグメント利益 79 △96 △176 －

調整額

売上高 △301 △727 △426 －

セグメント利益 28 76 47 －

合計

売上高 20,459 29,515 9,055 44.3%

セグメント利益 2,564 4,003 1,438 56.1%
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各セグメントの事業の内容は、以下のとおりとなっております。 

 
  

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

事業区分 主要業務

ＷＥＢインフ
ラ・ＥＣ事業

ドメイン取得 
事業

・お名前.ｃｏｍ、ムームードメインなどで展開する.ｃｏｍ .ｎｅ
ｔ .ｊｐなどのドメイン取得事業

レンタルサーバー
事業 

・お名前.ｃｏｍレンタルサーバー（ＳＤ）、ＧＭＯアプリクラウド、
ｉＳＬＥ、ＲａｐｉｄＳｉｔｅ、ＧＭＯクラウド、ＩＱ Ｃｌｏｕ
ｄ、ロリポップ！、ｈｅｔｅｍｌなどで展開する専用サーバー、共
用サーバーの提供・運用・管理・保守を行うホスティングサービス

ＥＣ支援・ＷＥＢ
制作事業

・カラーミーショップ、ＭａｋｅＳｈｏｐなどネットショップ構築の
ＡＳＰサービス

・カラメルなどショッピングモールの開発、運営

・まるごとＥＣなどネットショップ構築支援コンサルティングサービ
ス

・Ｗｅｂ制作・運営支援サービス・システムコンサルティングサービ
ス

・デジタルコンテンツ王で展開する、音楽、動画などのデジタルコン
テンツ販売を支援するＡＳＰサービス

セキュリティ事業
・ＧｌｏｂａｌＳｉｇｎで展開するクイック認証ＳＳＬ、企業認証Ｓ
ＳＬなどのＳＳＬサーバー証明書発行サービス、コードサイニング
証明書発行サービス、ＰＤＦ文書署名用証明書発行サービス

決済事業
・ＰＧマルチペイメントサービスなどの通販・ＥＣ事業者向けクレジ
ットカード決済サービス、公金クレジットカード決済サービス、ソ
ーシャルアプリ向け非対面クレジットカード等の決済サービス

アクセス事業 ・ＧＭＯとくとくＢＢ、ｉｎｔｅｒＱ ＭＥＭＢＥＲＳ、ＺＥＲＯ等の
インターネット接続サービス

インターネット
メディア事業

インターネットメ
ディア・検索関連
事業

・ブログサービス（ｙａｐｌｏｇ！、ＪＵＧＥＭ等）やインターネッ
トコミュニティサービス（ｆｒｅｅｍｌ等）のインターネット広告
メディアの開発、運営

・ＳＥＭメディア事業
 日本語キーワード「ＪＷｏｒｄ」の運営・販売 
 ＳＥＯ（検索エンジン最適化）の販売

・アドネットワーク事業
 自社メディアへのコンテンツ連動広告、検索連動型広告の配信

広告代理事業
・インターネット広告・モバイル広告、検索連動型広告、成果報酬型
広告等の販売

・企画広告制作サービス

その他 ・インターネットリサーチシステムの提供及びリサーチモニターの管
理・運営

インターネット
証券事業

インターネット証
券事業 ・オンライン証券取引、外国為替証拠金取引サービス等の運営

ソーシャル・ス
マートフォン関
連事業

ソーシャルアプリ
事業 ・ソーシャルアプリ製作・運営の支援

スマートフォンゲ
ームプラットフォ
ーム事業

・Ａｎｄｒｏｉｄ端末向けのゲームアプリマーケットである「Ｇゲー 
by ＧＭＯ」の展開

フラッシュマーケ
ティング事業 ・クーポンサイト「くまポン ｂｙ ＧＭＯ」の運営

インキュベーシ
ョン事業

ベンチャーキャピ
タル事業 ・インターネット関連企業を中心とした未上場会社への投資事業
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 当第２四半期連結累計期間の売上高及び営業利益については、前年同四半期において上記の基準が

適用されていたと仮定して算出した数値との増減比較を行っています。 

  

・ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業 

 ドメイン取得事業では、当第２四半期連結累計期間においても、ドメイン登録数拡大を実現すべく低

価格戦略を継続しております。この結果、ドメイン登録・更新数は830千件（前年同期比30.2％増）、

管理累計ドメイン数は1,809千件（前年同期比24.3％増）となり、ドメインの登録・更新数を大幅に拡

大いたしました。前年度に新規登録したドメインの更新が堅調に推移し、また、低価格戦略が功を奏し

た結果、売上高は1,385百万円（前年同期比21.7％増）と増収となっております。 

 レンタルサーバー事業では、利用ニーズの高度化・多様化に対応するため、専用ホスティングサービ

ス及びマネージドホスティングサービスにおいてディスク容量の増強や既存サービスの機能強化、共用

ホスティングサービスにおいて、高品質・低価格のサービスの提供を推進しております。平成22年８月

から提供を開始しているソーシャルアプリの開発・運営を支援サービス「ＧＭＯアプリクラウド」では

300を超えるタイトルでご採用頂いております。また、クラウド基盤の導入から、システムの設計・構

築・運用・監視まで含む包括的なクラウドソリューションである「ＩＱＣｌｏｕｄ」及び「ＧＭＯクラ

ウド Ｐｕｂｌｉｃ」サービスの提供を開始いたしました。この結果、契約件数は528千件（前年同期比

16.2％増）、売上高は5,314百万円（前年同期比16.2％増）となっております。 

 ＥＣ支援・ＷＥＢ制作事業は、ＥＣ（電子商取引）市場が拡大する中で、独自のドメインのネットシ

ョップを開設する事業者が増加しており、成長を持続しております。ネットショップ事業者やネットシ

ョップのお客様に便利に利用して頂けるように機能の拡充を図っており、契約件数は50千件となりまし

た。ＥＣ支援事業については、流通量の更なる拡大を課題と認識しており、集客強化のため、ネットシ

ョップをネットワーク化及びポイントシステムの普及に注力し、ＥＣ支援の仕組みの強化を図っており

ます。この結果、売上高は1,122百万円（前年同期比23.1％増）となっております。 

 セキュリティ事業では、日本、米州、欧州において販売代理店が拡大し、販売ネットワークを強化し

たことにより、販売が好調に推移致しました。この結果、売上高は836百万円（前年同期比7.5％増）と

なっております。 

 決済事業では、加盟店の増加、継続課金が増加しております。当第２四半期連結累計期間では、自治

体向け「税金用クレジットカード決済・納付サイト運営サービス」の提供を開始し、東京都自動車税納

付時のクレジットカード決済及び東京都自動車税の納付サイトの運営の代行を行うなど公金分野でも事

業を拡大致しております。この結果、売上高は1,872百万円（前年同期比22.3％増）となっておりま

す。 

 ５大商材の売上高についてはこのような状況となっており、これらを含めたＷＥＢインフラ・ＥＣ事

業合計では売上高が11,567百万円（前年同期比17.2％増）、営業利益は1,669百万円（同14.4％増）と

なりました。 

  

・インターネットメディア事業 

 株式会社電通の発表によると、平成22年のインターネット広告費は7,747億円（前年比109.6％）と推

定しており、復調傾向となり市場全体も拡大しております。 

 インターネットメディア・検索関連事業では、「ＪＵＧＥＭ」「ｙａｐｌｏｇ！」で展開するブログ

や「ｆｒｅｅｍｌ」「ブクログ」等で展開するコミュニティサービスなどインターネット上のメディア

の作成と、日本語検索サービスのＪＷｏｒｄ及び検索結果上位表示サービスであるＳＥＯなどのＳＥＭ

GMOインターネット㈱　（9449）　平成23年12月期　第2四半期決算短信

- 5 - 



メディアの販売を行っております。３月11日に発生した東日本大震災などがＳＥＭメディアの販売に影

響したため、インターネットメディア・検索関連事業の売上高は4,789百万円（前年同期比7.9％減）と

なっております。 

 広告代理事業では、モバイル広告が好調に推移致しました。また、普及が進んでおりますスマートフ

ォン向けのサービスとして、アドネットワーク「ＡＤＲｅｓｕｌｔ ｆｏｒ Ｓｍａｒｔｐｈｏｎｅ（ア

ドリザルト フォー スマートフォン）」を販売するなどの取り組みを行っております。この結果、広告

代理事業の売上高は5,263百万円（前年同期比12.3％増）となっております。 

 これらを含めたインターネットメディア事業の売上高は10,574百万円（前年同期比0.9％増）と増収

となりましたが、ＳＥＭメディアの販売が減少したこと等により、営業利益は815百万円（前年同期比

22.9％減）となりました。 

  

・インターネット証券事業 

 当第２四半期連結累計期間において、外国為替証拠金取引業では、取引所為替証拠金取引「クリック

365」の取引手数料の引き下げなどサービスの拡充等を行ってまいりました。この結果、平成23年６月

において、店頭外国為替証拠金取引の当社の取引高は18兆円（主要ＦＸ会社に占める割合は23.3％で業

界トップ（矢野経済研究所調べ））となり、また、「クリック365」は東京金融取引所における取引高

の25％と高いシェアを獲得致しております。更に海外においてリテール顧客向けに当事業の展開を行う

ために、香港においてＧＭＯ ＣＬＩＣＫ ＨＫ ＬＴＤ．を設立し、営業開始に向け準備を始めてお

ります。また、有価証券関連業においては、信用取引手数料の大幅な値下げや信用取引手数料無料キャ

ンペーンの実施など、顧客満足度の更なる向上のための施策を行っております。これらにより、当第２

四半期会計期間末の証券取引口座数は114,995口座、店頭外国為替証拠金取引口座数は175,592口座とな

っております。この結果、インターネット証券事業の売上高は7,392百万円、営業利益は2,231百万円と

なりました。 

 なお、当第１四半期連結会計期間において、当社を完全親会社、ＧＭＯクリック証券㈱を完全子会社

とする株式交換契約を締結致しました。当該株式交換は、平成23年３月31日付で効力が発生し、同日付

で当社の完全子会社となっております。株式交換に伴いのれんが発生しておりますが、当該のれんにつ

いては５年間にわたって均等償却する方針であり、ＧＭＯクリック証券㈱に係る当第２四半期会計期間

末におけるのれんの残高は2,816百万円となっております。 

  

・ソーシャル・スマートフォン関連事業 

 ソーシャルアプリ事業では、「ガドランマスター ｂｙ ＧＭＯ」や「伝説のまもりびと ｂｙ ＧＭＯ」

など前連結会計年度に開催した「アプリやろうぜ！ ｂｙ ＧＭＯ」から生まれたアプリが順調に推移致し

ました。 

 スマートフォンゲームプラットフォーム事業では、Ａｎｄｒｏｉｄ端末向けのゲームアプリマーケット

である「ＧＭＯゲームセンター」（「Ｇゲー」）の運営を行っております。Ｇゲーでは、大手ゲームメー

カーの有名ゲームをはじめ、一般のクリエイターが制作したオリジナルゲームまで160タイトルを超える

ゲームを提供しております。スマートフォンが急速に普及している状況に対応するために、当社グループ

において当事業に関連する経営資源をより一層集中し、迅速な事業展開を行うことが必要となっておりま

す。このため、当第２四半期連結累計期間において、株式会社アクロディアと共同して新設分割を行うこ

とによりＧＭＯゲームセンター株式会社を設立し、同社を連結子会社化した上で、株式会社アクロディア

との間でＧゲーの事業の運営等に関する合弁契約を締結致しております。 
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 フラッシュマーケティング事業は、商品やサービスを割引価格や特典を付与して販売するサイト「くま

ポン ｂｙ ＧＭＯ」の運営を行っております。当第２四半期連結累計期間においても、検索連動型広告や

成果報酬型広告の掲載やテレビコマーシャルを継続的に放映するなど、積極的な広告・販売促進活動を実

施しております。また、ミシュランガイド掲載店のクーポンの販売やクーポンの販売エリアを拡大するな

どコンテンツの充実にも努めております。 

 以上の結果、ソーシャル・スマートフォン関連事業の売上高は694百万円、営業損失は693百万円（前年

同四半期は61百万円の営業損失）となりました。 

  

・インキュベーション事業 

 インキュベーション事業においては、ＧＭＯＶｅｎｔｕｒｅＰａｒｔｎｅｒｓ㈱と運営する投資ファ

ンドにより、キャピタルゲインを目的としたインターネット関連企業への投資、事業拡大の支援、企業

価値向上支援を行っております。当第２四半期連結累計期間では、売上高は14百万円（前年同期比

96.5％減）、営業損失は96百万円（前年同四半期は79百万円の営業利益）となりました。 

 

(参考１) 

四半期ごとの経営成績および財政状態の推移(連結ベース)
                             (単位:百万円)

2010 2Q 2010 3Q 2010 4Q 2011 1Q 2011 2Q

売上高 10,490 10,138 13,886 14,464 15,050

営業利益 1,282 1,232 1,931 2,056 1,946

経常利益 1,269 1,231 1,926 1,916 1,834

当期純利益 541 560 530 1,188 793

総資産 42,729 44,166 165,460 179,241 186,135

自己資本 7,686 8,041 8,537 16,127 16,928
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(参考２) 

 
（注）当第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更しております。過年度の売上高及び営業利益に

ついては、変更後の報告セグメントに組替えて記載しております。 

              セグメント・事業別四半期推移表

Ⅰ セグメント別売上                                 (単位：百万円)

2010 2Q 2010 3Q 2010 4Q 2011 1Q 2011 2Q

ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業

アクセス事業 274 272 272 280 283

ドメイン取得事業 567 541 594 692 692

レンタルサーバー事業 2,295 2,286 2,578 2,639 2,674
ＥＣ支援・ＷＥＢ制作
事業 443 477 520 582 539

セキュリティ事業 410 389 415 423 413

決済事業 777 824 872 931 941

その他 197 230 225 196 275

セグメント売上合計 4,965 5,020 5,480 5,746 5,820

インターネットメディア事業
インターネットメディ
ア・検索関連事業 2,617 2,595 2,617 2,418 2,370

広告代理事業 2,363 2,369 2,649 2,648 2,615

その他 280 263 291 264 257

セグメント売上合計 5,260 5,228 5,558 5,331 5,243

インターネット証券事業

セグメント売上合計 － － 2,918 3,484 3,908

ソーシャル・スマートフォン関連事業

セグメント売上合計 3 12 56 164 529

インキュベーション事業

セグメント売上合計 406 35 51 12 2

小計 10,636 10,297 14,065 14,738 15,504

セグメント間取引消去 （146） （158） （179） （273） （453）

連結売上高 10,490 10,138 13,886 14,464 15,050

Ⅱ セグメント別営業利益                           (単位:百万円)

2010 2Q 2010 3Q 2010 4Q 2011 1Q 2011 2Q

ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業 716 724 848 966 703

インターネットメディア事業 509 556 526 454 361

インターネット証券事業 － － 740 801 1,429
ソーシャル・スマートフォン関連
事業 △53 △72 △198 △176 △516

インキュベーション事業 94 10 5 △7 △88

小計 1,266 1,219 1,922 2,037 1,889

セグメント間取引消去 16 12 9 18 57

連結営業利益 1,282 1,232 1,931 2,056 1,946
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＜資産、負債及び純資産の状況＞ 

 平成23年６月30日現在における資産、負債及び純資産の状況のうち平成22年12月31日現在と比較し、

変動がある項目は主に以下のとおりであります。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ18,271百万円増加（12.2％増）し、168,542百万円となってお

ります。現金及び預金が6,427百万円増加、証券業における預託金が3,242百万円増加、証券業における

信用取引資産が5,307百万円増加、証券業における短期差入保証金が4,208百万円増加したことが主要因

であります。 

 固定資産は、前連結会計年度末と比べ2,403百万円増加（15.8％増）し、17,592百万円となっており

ます。サーバー設備等の調達により有形固定資産が1,078百万円増加、ＧＭＯクリック証券㈱を株式交

換により完全子会社化したこと等によりのれんが451百万円増加、繰延税金資産が768百万円増加したこ

とが等が要因であります。 

 この結果、資産合計は、前連結会計年度末と比べ20,675百万円増加（12.5％増）し、186,135百万円

となっております。 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ14,735百万円増加（10.7％増）し、152,947百万円となってお

ります。短期借入金が964百万円増加、証券業における信用取引負債が1,601百万円増加、証券業におけ

る受入保証金が11,121百万円増加したこと等が主要因であります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ2,222百万円増加（41.2％増）し、7,623百万円となっておりま

す。長期借入金が1,566百万円増加したこと等が主要因であります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べ17,063百万円増加（11.8％増）し、161,127百万円

となっております。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ3,612百万円増加（16.9％増）し、25,008百万円となっておりま

す。これは主に、利益剰余金から資本金への組み入れにより資本金が723百万円増加したこと、株式交

換により資本剰余金が6,836百万円増加するとともに、これを主要因として少数株主持分が4,784百万円

減少したこと、利益剰余金が当期純利益の計上（1,982百万円増加）、配当金の支払い（735百万円減

少）、資本金への振替（723百万円減少）等により523百万円増加したことが要因であります。 

  

＜キャッシュ・フローの状況＞ 

 当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローは、営業活動により6,231百万円増加、投資活動に

より1,095百万円減少、財務活動により1,248百万円増加となりました。以上の結果として現金及び現金

同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は34,236百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益を3,341百万円計上し、減価

償却費1,024百万円の計上があり、インターネット証券事業における預託金が3,242百万円増加したこ

と、短期差入保証金が4,208百万円増加したこと、証券業における預り金・受入保証金が11,512百万円

の増加したこと及び法人税等の支払額が1,920百万円発生したこと等により、結果として6,231百万円の

増加（前年同期は5,222百万円の増加）となりました。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出が563百万円、無形固定

資産の取得による支出が386百万円あったこと等により、結果として1,095百万円の減少（前年同期は

736百万円の減少）となりました。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、短期借入による収入が2,740百万円（純額）、長期借入

による収入が2,625百万円、長期借入金の返済が2,834百万円、配当金の支払による支出が698百万円、

少数株主への配当金の支払支出が315百万円あったこと等により、結果として1,248百万円の増加（前年

同期は1,622百万円の減少）となりました。 

  

通期の連結業績予想につきましては、平成23年５月９日公表の「平成23年12月期連結業績予想の修正

に関するお知らせ」から変更はございません。 

  

（利益配分に関する基本方針並びに第３四半期末及び第４四半期末の剰余金配当） 

当社は株主の皆様への利益還元をより明確にするために、配当性向の目標を「連結当期純利益の33％

を目標とし、業績及び財務体質の状況等を総合的に勘案し決定」とする配当政策の基本方針を採用致し

ております。 

上記の基本方針に従い、当期（平成23年12月期）の業績の進捗等を総合的に勘案した結果、１株あた

りの年間配当金につきまして、従来予想の8円00銭から10円00銭と2円00銭を増配（四半期ごとの内訳は

第３四半期末及び第４四半期末にそれぞれ2円00銭から3円00銭と1円00銭の増配）することと致しまし

た。これにより配当性向は31.8％となります。 

 四半期ごとの配当実績及び配当予想は以下のとおりであります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

１株当たり配当金

第１四半期末第２四半期末第３四半期末 期末 合計
前回発表予想

2円00銭 2円00銭 2円00銭 2円00銭 8円00銭（平成22年２月８日）

今回修正予想 － － 3円00銭 3円00銭 10円00銭
当期実績 2円00銭 2円00銭 － － －
前期（平成21年12月期）
実績 － 2円00銭 － 5円00銭 7円00銭
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

 なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

  

表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科

目で表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 34,296 27,869

受取手形及び売掛金 5,025 4,906

営業投資有価証券 1,199 658

証券業における預託金 70,329 67,087

証券業における信用取引資産 26,219 20,912

証券業における短期差入保証金 21,006 16,797

証券業における支払差金勘定 6,911 8,629

繰延税金資産 956 811

その他 3,259 2,966

貸倒引当金 △660 △368

流動資産合計 168,542 150,270

固定資産

有形固定資産 3,635 2,557

無形固定資産

のれん 4,522 4,071

ソフトウエア 2,799 2,436

その他 232 190

無形固定資産合計 7,553 6,698

投資その他の資産

投資有価証券 1,328 1,317

繰延税金資産 3,102 2,334

その他 2,203 2,479

貸倒引当金 △231 △197

投資その他の資産合計 6,403 5,933

固定資産合計 17,592 15,189

資産合計 186,135 165,460

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,677 1,627

短期借入金 15,772 14,807

未払金 3,813 3,491

証券業における預り金 6,612 6,222

証券業における信用取引負債 20,300 18,698

証券業における受入保証金 88,376 77,254

証券業における受取差金勘定 461 954

未払法人税等 1,015 1,171

賞与引当金 211 279

役員賞与引当金 263 201

前受金 3,141 2,928

預り金 9,080 8,455

その他 2,220 2,120

流動負債合計 152,947 138,211

固定負債

長期借入金 4,974 3,407

繰延税金負債 50 17

その他 2,599 1,975

固定負債合計 7,623 5,400
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 556 451

特別法上の準備金合計 556 451

負債合計 161,127 144,064

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 1,276

資本剰余金 6,836 －

利益剰余金 7,935 7,412

自己株式 △0 △0

株主資本合計 16,771 8,688

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 248 △22

繰延ヘッジ損益 △3 △19

為替換算調整勘定 △88 △109

評価・換算差額等合計 156 △151

新株予約権 21 15

少数株主持分 8,058 12,842

純資産合計 25,008 21,396

負債純資産合計 186,135 165,460
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 20,459 29,515

売上原価 9,480 11,237

売上総利益 10,978 18,277

販売費及び一般管理費 8,414 14,274

営業利益 2,564 4,003

営業外収益

受取利息 24 3

受取配当金 35 20

受取家賃 42 6

その他 67 43

営業外収益合計 170 72

営業外費用

支払利息 101 141

持分法による投資損失 － 101

その他 53 81

営業外費用合計 154 324

経常利益 2,579 3,751

特別利益

固定資産売却益 － 56

投資有価証券売却益 39 －

関係会社株式売却益 0 －

持分変動利益 0 3

保険解約返戻金 － 25

その他 4 9

特別利益合計 46 93

特別損失

固定資産除却損 41 89

減損損失 56 －

事務所移転費用 15 9

投資有価証券評価損 41 42

関係会社株式売却損 61 －

金融商品取引責任準備金繰入額 － 104

貸倒引当金繰入額 － 140

その他 12 116

特別損失合計 227 504

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 2,397 3,341

匿名組合損益分配額 △1 －

税金等調整前四半期純利益 2,399 3,341

法人税、住民税及び事業税 824 1,658

法人税等調整額 13 △1,068

法人税等合計 838 590

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,750

少数株主利益 442 768

四半期純利益 1,118 1,982
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,399 3,341

減価償却費 513 1,024

のれん償却額 232 571

投資有価証券売却損益（△は益） △39 －

関係会社株式売却損益（△は益） 60 －

受取利息及び受取配当金 △60 △23

支払利息 101 141

売上債権の増減額（△は増加） 192 113

仕入債務の増減額（△は減少） 71 △69

証券業における預託金の増減額(△は増加) － △3,242

証券業における差入保証金の増減額(△は増加) － △4,208

証券業における支払差金勘定及び受取差金勘定
の増減額

－ 1,225

証券業における預り金及び受入保証金の増減額
(△は減少)

－ 11,512

預り金の増減額（△は減少） 1,900 625

その他 183 △2,737

小計 5,554 8,274

利息及び配当金の受取額 59 18

利息の支払額 △101 △141

法人税等の支払額 △850 △1,920

破産更生債権等の売却等による収入 560 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,222 6,231

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △500 －

有形固定資産の取得による支出 △305 △563

有形固定資産の売却による収入 － 14

無形固定資産の取得による支出 △163 △386

無形固定資産の売却による収入 － 57

有価証券の償還による収入 700 －

投資有価証券の取得による支出 △57 △133

投資有価証券の売却による収入 40 3

子会社株式の取得による支出 △356 △142

子会社株式の売却による収入 0 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△41 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

3 －

その他 △55 55

投資活動によるキャッシュ・フロー △736 △1,095
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,900 39,400

短期借入金の返済による支出 △3,100 △36,660

長期借入れによる収入 － 2,625

長期借入金の返済による支出 △705 △2,834

配当金の支払額 △395 △698

少数株主への配当金の支払額 △264 △315

その他 △56 △268

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,622 1,248

現金及び現金同等物に係る換算差額 △95 43

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,767 6,427

現金及び現金同等物の期首残高 20,723 27,809

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 49 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,541 34,236
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該当事項ありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主なサービス 

（１） ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業 

・・・アクセス事業、ドメイン取得事業、レンタルサーバー事業、ＥＣ支援・ＷＥＢ制作事業、セ

キュリティ事業、決済事業、その他 

（２) インターネットメディア事業 

・・・インターネットメディア・検索関連事業、広告代理事業、その他 

（３）その他事業 

・・・ベンチャーキャピタル事業 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

ＷＥＢインフ
ラ・ＥＣ事業 
(百万円)

インターネッ
トメディア 

事業 
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,780 10,270 408 20,459 － 20,459

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

89 211 － 301 △301 －

計 9,870 10,481 408 20,760 △301 20,459

営業利益 1,459 996 79 2,536 28 2,564

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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【セグメント情報】 

  

１ 報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のです。 

 当社グループは、インターネットに関連するサービスを総合的に展開しております。当社グループ

は、サービスの性質により分類されたセグメントから構成されており、「ＷＥＢインフラ・ＥＣ事

業」、「インターネットメディア事業」、「インターネット証券事業」、「ソーシャル・スマートフォ

ン関連事業」及び「インキュベーション事業」の５つを報告セグメントとしています。 

 「ＷＥＢインフラ・ＥＣ事業」は、企業や個人がインターネット上で情報発信をするために必要とな

るサービスを提供している事業領域であり、ドメイン取得サービス、レンタルサーバーサービス、ＥＣ

支援・ＷＥＢ制作サービス、セキュリティサービス、決済サービスなどを提供しております。「インタ

ーネットメディア事業」は、インターネット上での集客を支援するサービスを提供している事業領域で

あり、ブログや掲示板などのサービス、日本語検索サービスのＪＷｏｒｄやサーチエンジンにおける検

索結果の上位表示サービスであるＳＥＯといったＳＥＭメディアの販売、インターネット広告の販売な

どを行っております。「ソーシャル・スマートフォン関連事業」は、ソーシャルアプリの開発支援、ス

マートフォン向けゲームプラットフォーム「Ｇゲー ｂｙ ＧＭＯ」の運営、共同購入型クーポンサイト

「くまポン ｂｙ ＧＭＯ」の運営を行っております。「インターネット証券事業」は、オンライン証券

取引サービス、外国為替証拠金取引サービス等を行っております。「インキュベーション事業」は、イ

ンターネット関連企業を中心に未上場会社への投資を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日) 

（単位：百万円）

 
（注）１．セグメント利益の調整額76百万円は、セグメント間内部取引消去であります。 

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

 （のれんの金額の重要な変動） 

報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書 

計上額ＷＥＢインフ

ラ・ＥＣ事業

インターネッ

トメディア 

事業

インターネッ

ト証券事業

ソーシャル・

スマートフォ

ン関連事業

インキュベー

ション事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,433 9,981 7,392 694 14 29,515 － 29,515

セグメント間の内部

売上高又は振替高
134 593 － － － 727 △727 －

計 11,567 10,574 7,392 694 14 30,242 △727 29,515

セグメント利益 

又は損失（△）
1,669 815 2,231 △693 △96 3,927 76 4,003
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 ＧＭＯクリック証券㈱を株式交換により完全子会社化したため、「インターネット証券事業」セグメ

ントにおけるのれんが増加しております。当該事象によるのれんの増加額は、1,001百万円でありま

す。 

 （重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

 なお、本基準等を前第２四半期連結累計期間に適用した場合の報告セグメントごとの売上高及び利益

又は損失に関する情報は以下のとおりであります。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

（単位：百万円）

 
  

当社は、平成23年３月31日付けで当社を完全親会社とし、ＧＭＯクリック証券株式会社（旧クリック

証券株式会社）を完全子会社とする株式交換を実施いたしました。この株式交換により、発行済株式数

が17,803,336株増加するとともに、資本剰余金が6,836百万円増加しております。 

  

(7) その他の注記事項 

（連結納税制度の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。 

  

報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書 

計上額ＷＥＢインフ

ラ・ＥＣ事業

インターネッ

トメディア 

事業

インターネッ

ト証券事業

ソーシャル・

スマートフォ

ン関連事業

インキュベー

ション事業
計

売上高

外部顧客への売上高 9,780 10,266 － 3 408 20,459 － 20,459

セグメント間の内部

売上高又は振替高
89 211 － － － 301 △301 －

計 9,870 10,478 － 3 408 20,760 △301 20,459

セグメント利益 

又は損失（△）
1,459 1,057 － △61 79 2,536 28 2,564

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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